
2007年（平成19年）３月号 18

行
政
・
人
権
相
談

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
、
ま
た
日
ご
ろ
生
活
す
る

上
で
の
困
り
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
の
相
談
を
受
け

る
た
め
の
行
政
相
談
と
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
四
月
十
日
（
火
）

■
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

■
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館

一
階

１
０
２
会
議
室

な
か
（
火
中
）
な
ど
の
用
例
が
あ
り

ま
す
が
、
必
ず
「
火
」
の
文
字
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詠
進
歌
の
詠
進
要
項

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と

短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が

な
つ
き
）、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
無
職
の
場
合

は
、「
無
職
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い

（
以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ

る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業

を
書
い
て
く
だ
さ
い
）。

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か

ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意

と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

藺
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏

名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添

え
て
く
だ
さ
い
。

藺
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の

場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し

た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌

に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
平
成
十
八
年
度
鶴
田
町
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
左
記
日
程
で
交

付
し
ま
す
。
交
付
対
象
者
で
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
交
付
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
「
一
級
」
ま
た

は
愛
護
手
帳
「
A
」
に
該
当
す
る

方

◆
交
付
場
所

鶴
田
町
役
場

保
健
福
祉
課

シ

ル
バ
ー
対
策
室

◆
交
付
期
間

四
月
五
日
（
木
）
・
六
日
（
金
）

◆
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三

十
分
（
正
午
〜
午
後
一
時
ま
で
は

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）
に
転
換
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
施
策
に
よ
る
交
付
金
に
は
、
生

産
条
件
不
利
補
正
対
策
交
付
金
（
対
象

品
目
は
麦
、
大
豆
）
と
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
交
付
金
（
対
象
品
目
は
米
、

麦
、
大
豆
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
加
入

対
象
農
業
者
も
、
認
定
農
業
者
（
四
覿

以
上
）、
集
落
営
農
組
織
（
二
〇
覿
以

上
）
が
加
入
要
件
と
な
り
ま
す
。（
経

営
規
模
要
件
に
は
、
中
山
間
地
域
の
地

域
特
例
や
所
得
水
準
の
所
得
特
例
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
関
係
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

米
・
大
豆
の
加
入
申
請
手
続
き
の
受

付
け
は
、
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
各
地

の
農
政
事
務
所
で
始
ま
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

▽
加
入
・
相
談
窓
口

青
森
農
政
事
務
所

地
域
第
３
課

（
蕁
３
５
―
２
１
３
８
）

▽
相
談
窓
口

青
森
農
政
事
務
所

五
所
川
原
統

計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

（
蕁
３
５
―
６
０
６
０
）

平
成
二
十
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠
進

歌
の
要
項
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
歌
会
始
の
お
題

「
火
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
「
火
」
に
は
例
え
ば
、
と
も
し
び

（
灯
火
）
・
ほ
む
ら
（
火
群
）
・
ほ

除
く
）

◆
持
参
す
る
物

認
印
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

愛
護
手
帳

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

シ
ル
バ
ー
対
策
室

高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
１
３
６
）

「
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安

定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る

法
律
」
が
、
平
成
十
八
年
六
月
十
四
日

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
こ

れ
ま
で
す
べ
て
の
農
業
者
を
一
律
的
に

対
象
と
し
品
目
ご
と
の
価
格
に
着
目
し

て
講
じ
て
き
た
対
策
を
見
直
し
、
十
九

年
産
か
ら
担
い
手
に
対
象
を
絞
り
、
そ

の
経
営
全
体
の
安
定
を
図
る
施
策
（
品

保
健
福
祉
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
交
付
に
つ
い
て

宮

内

庁

歌
会
始
の
お
題
お
よ
び

詠
進
歌
の
要
項
発
表

青
森
農
政
事
務
所

四
月
二
日
か
ら
米
・
大
豆

の
加
入
手
続
き
開
始

地球温暖化防止

わたしたちは、日常生
活のため大量のエネルギ
ーを消費しています。ど
うしたら地球温暖化防止
に寄与できるのか、考え
てみましょう。



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kunaicho.go.jp/12/d12-08.htm
1)

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ

種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験
（
い
ず
れ
も

大
学
卒
業
程
度
）を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
Ⅰ
種
試
験

▽
受
付
期
間

四
月
二
日
（
月
）
〜
九
日
（
月
）

※
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
、
最

終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

▽
第
一
次
試
験
日

四
月
二
十
九
日
（
日
）

◆
Ⅱ
種
試
験

▽
受
付
期
間

四
月
十
三
日
（
金
）
〜
二
十
四
日

（
火
）

※
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
、
最

終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

▽
第
一
次
試
験
日

六
月
十
七
日
（
日
）

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課

試
験
係
（
蕁
０
２
２
―
２
２
１
―

２
０
２
２
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo

/saiyo.htm

）

◎住所や保険証（番号のみも含む）が
変わった場合は、役場に届け出が必
要です。忘れずに届け出ましょう。

◎「住民税非課税」の方が入院すると
きは、申請をすると減額認定証『老
人医療の限度額適用・標準負担額認
定証』が交付されます。これを病院
の窓口に見せると、入院の一部負担
および食事療養費が減額されます。

●届け出・申請に必要なもの
①保険証
②医療受給者証（白地）
③認印
※届け出・申請・問い合わせ先
保健福祉課 衛生係（内線138・139）

４か月児健康診査
藺月 日 ４月11日（水）
藺受 付 午後１時～１時10分
藺場 所 鶴遊館
藺対 象 平成18年11月生まれ

10か月児健康診査
藺月 日 ４月11日（水）
藺受 付 午後１時30分～１時40分
藺場 所 鶴遊館
藺対 象 平成18年５月生まれ

※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
持ちください。また、風邪などの病気
のあるお子さんは次回の健診を受けら
れますので、事前に保健師まで連絡し
てください。

19 広報つるた No.557

夕
ぐ
れ
窓
口

四
月
の
夕
ぐ
れ
窓
口
を
次

の
と
お
り
町
民
課
窓
口
で
開

設
し
ま
す
。

■
四
月
六
日
（
金
）、
二
十
日

（
金
）

■
午
後
五
時
十
五
分
〜
六
時

十
五
分

閉
庁
後
に
戸
籍
抄
本
・
謄

本
（
午
後
五
時
ま
で
に
電
話

で
の
申
し
込
み
が
必
要
）
や

印
鑑
証
明
書
、
住
民
票
が
必

要
な
方
、
町
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
の
あ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

教
育
相
談
電
話

子
ど
も
の
悩
み
や
心
配
事

の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
教
育
委
員
会

蕁
２
２
―
２
１
１
１

内
線
２
１
０
・
２
５
０

□
公
民
館

蕁
２
２
―
６
０
１
７

■
月
〜
金
曜
日

午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

藺
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

②
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と

同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌

で
あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前

に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、

年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

⑤
詠
進
要
項
の
④
に
記
し
た
代
筆
の
理

由
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑥
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を

書
い
て
な
い
も
の
そ
の
ほ
か
こ
の
詠

進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

◆
詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消

印
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を

有
効
と
し
ま
す
。

◆
郵
便
の
宛
先

「
〒
一
〇
〇
ー
八
一
一
一

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進

歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え

て
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

藺月 日 ４月17日（火）
藺受 付 午後１時～１時30分（当日

受け付け）
藺場 所 鶴遊館
藺対 象 生後３か月～90か月未満
※このワクチンは、90か月未満まで
に２回受けて終了となります。

藺月 日 ４月26日（木）
藺時 間 午前９時30分～
藺場 所 国際交流会館
藺対 象 満16歳～満64歳
※事前の予約が必要です（定員16人）

※申し込み・問い合わせ先
保健福祉課 衛生係（内線138・139）

人
事
院
東
北
事
務
局

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の

お

知

ら

せ

成分献血

乳 幼 児
健康診査 ポ リ オ ・昭和７年９月30日以前に生まれた方

・一定の障害のある65歳以上の方

老人医療受給者の皆さまへ


